
●
整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す    

　

◆
御
殿
屋
敷
は
南
北
３
７
０
ｍ
規
模

　

御
殿
屋
敷
は
利
神
城
の
山
麓
居
館
で
、

南
北
３
７
０
ｍ
、
東
西
１
１
０
ｍ
の
規
模

で
す
。
南
北
を
石
塁
で
仕
切
り
、
南
側
は

前
面
に
堀
を
持
ち
ま
す
。
西
側
は
佐
用
川
・

庵
川
を
堀
と
し
て
護
岸
に
石
垣
を
築
い
て

曲
輪
内
を
囲
ん
で
防
御
し
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
中
央
に
大
き
な
桝
形
虎
口
が
あ
り
、

そ
の
東
北
に
現
在
で
は
土
地
の
区
画
の
み

残
る
城
主
の
屋
敷
跡
が
存
在
し
ま
す
。

◆
城
主
屋
敷
と
周
辺
に
家
臣
団
居
住
区

　

２
０
１
２
年
の
発
掘
調
査
で
、
屋
敷
関

連
の
建
物・
溝・
土
杭
や
排
水
用
の
石
組
溝

が
検
出
、
城
主
屋
敷
周
辺
に
家
臣
団
居
住

区
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
周
囲
よ
り
一
段
高
い
城
主
屋
敷
は
南

北
に
細
長
く
約
９
，
０
０
０
㎡
あ
り
ま
す
。

◆
北
石
塁
は
良
好
に
石
垣
が
残
る

　

御
殿
屋
敷
の
石
垣
は
、
城
主
屋
敷
跡
を

中
心
に
そ
の
南
北
を
囲
む
石
垣
と
、
大
手

桝
形
虎
口
石
垣
や
そ
の
付
近
の
石
垣
が

残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
智
頭
急
行
鉄

道
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
い
る
箇
所
や
、

農
道
整
備
な
ど
後
世
の
改
変
で
失
わ
れ
て

い
る
箇
所
が
あ
り
、
山
城
地
区
同
様
に
、

欠
損
や
変
状
が
見
ら
れ
、
山
側
で
は
土
砂

流
出
に
よ
る
崩
壊
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
北

石
塁
は
比
較
的
良
好
に
石
垣
が
残
り
ま
す
。

ま
し
た
。
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御殿屋敷跡も石垣の欠損や変状進む

　

第
４
号
で
は
山
城
地
区
に
広
が
る
石
垣
の
現
状
を
報
告
し
ま

し
た
。
本
号
で
は
、「
史
跡
利
神
城
跡
保
存
活
用
計
画
」を
も
と
に
、

山
麓
の
御
殿
屋
敷
跡
の
現
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
御
殿
屋
敷

地
区
は
、
近
世
居
館
跡
一
帯
で
、
南
北
に
設
け
ら
れ
た
石
塁
の

間
に
城
主
常
屋
敷
跡
を
は
じ
め
、
山
城
へ
の
登
城
路
へ
続
く
大

手
桝
形
の
石
垣
等
が
残
っ
て
い
ま
す
。
地
内
に「
平
福
駅
」
が
立

地
し
、
山
側
で
は
線
路
に
よ
る
遺
構
分
断
が
あ
り
ま
す
。
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農地や線路による遺構の消失と分断あり 

●計画づくりは人づくり
　『史跡の整備計画』を策定するという
ことは、担当部署と国・県、専門家の先
生がたとの協議のみでつくるのではな
く、いかにたくさんの人に、要するに、「プ
ロデューサー」として、たくさんの「知
恵袋」を庁内にもつくる、地域にもいろ
いろな「人脈」をつくる、そういった意
味で、『計画』というのは、もちろん人
数が多くなればなるほど調整が大変です
が、やはりかかわる人が多くなってくる
と、協力者が増え、その後の調整がそれ
だけうまくいきます。「まちづくりは人
づくり」と同様に「計画づくりは人づく
り」そのものではないでしょうか。

整備基本計画策定にあたって
ちょっとひとこと ②

主に石垣の変状箇所

主に斜面の変状箇所

山側から土砂流出。礫堆積

後世の改変あり

残存だが天端不揃。欠損あり

端部崩落。不安定

後世の補充石垣部分崩落
線路土手への取り付き部分不安定

隅角部の崩落。落石混じり土砂堆積

農道側に傾斜変状。抜け石や間詰石欠損あり

山側から土砂流出。礫堆積

大半が崩落。原形不明

斜面から小規模石垣残存するが原形不明

山側から土砂流出。土砂や流木堆積

山側から土砂流出。礫堆積

石垣端部崩落。落石散在

孕み出しによる石垣変状

線路分断箇所の石垣端部不安定

後世の補充石垣の不安定化

線路分断箇所の石垣端部不安定

北石塁

御殿屋敷跡

南石塁

堀跡
大手桝形虎口

御殿屋敷地区の保存の現状
①竹ノ久保と宮谷付近では、大雨などによる土砂

　 流出が見られる

②農地や果樹園として利用されていて、作業小屋

　 や納屋などの工作物が設置されている

③鉄道や農地による消失や分断部分がある

④石垣と農道が接する部分があり、石垣崩落の際

　 には利用者に危険が及ぶ懸念がある

⑤北石塁は比較的良好に石垣が残る

⑥「大字平福管理委員会」と「平福地域づくり協議

　 会」、行政による史跡周辺の除草が行われている

竹ノ久保

宮谷

▲南石塁・堀（2012年発掘調査） ▲南石塁（西から東を望む）▲大手桝形虎口の石垣


